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インターネットと銭湯
　近年、インターネットで銭湯の情報を広める動きが
活発になっています。企業 PRを銭湯で行いネット上
で広める例や、銭湯の住所や開始時間などの情報をま
とめたサイトやグーグルマップ、アプリが作られたり、
銭湯に関するイベントなどをまとめたサイトがあった
り、銭湯を訪れた方の記録が SNS やブログに書かれた
りといった状況です。
　2017 年の今、2020 年のオリンピックも意識しつつ、
さらに多くの方に銭湯という場所を楽しんでいただく
ために、インターネットを使って様々な試みを行わな
ければならない時期がきているように思います。

身近に思える銭湯情報とは
　ここで気をつけなければならないのは、インター
ネットを介することによって、銭湯が「懐かしいけれ
ど異世界のもの」として消費されて終わることです。
これを乗り越えるには、細やかな情報を提供すること
で実際に銭湯に行きやすくすることが必要でしょう。

　オリンピックまであと少しのこの時期、銭湯に行き
やすいアクセス方法や営業時間、近隣の駐車場の情報
などを、日本語だけではなくいくつかの言語で紹介す
る媒体が必要です。現状で、日本語でのサイトやアプ
リは充実しつつありますが、2020 年のオリンピックで
来日する外国の方も利用しやすい多言語の情報はまだ
圧倒的に足りていません。
　オリンピックに関しては、定休日に有料でセレブリ
ティ向けに銭湯を貸切にできる仕組みも有効でしょ
う。これは、通常時もイベントや撮影などに場所を貸し
出すシステムとなり、銭湯に親しみを持っていただけた
り、使用されていない時間の銭湯を活用することにもつ
ながります。可能であれば、銭湯の営業後に掃除を手
伝い、宿泊することができるという試みがあれば利用
者はさらに旅を思い出深いものにすることができるで
しょう。この時、有料でも銭湯の建築の説明などが一緒
に行えるとよさそうです。恐らく仕事量の増加で外部
のサポートが必要になりますが、その費用対効果を考え

てもオリンピックまでは有効な仕組みと思えます。

昔のシステムを活用して
　また、常連客の高齢化に伴い、新たな若い世代へのア
ピールを行っていくことも急務です。銭湯でイベント
を行うといったことももちろんよいのですが、むしろ各
世代に向けて、銭湯だけではなく銭湯のある地域で寄り
路
みち

できる場所を掲載することにより、実際に銭湯に行く
という体験を楽しんでいただけるはずです。実は昔か
ら銭湯内での会話で伝えられてきたものですが、現在
ではインターネットで情報を拡散することで、地元以外
から来た人をも取り込む仕組みになるでしょう。
　かつて、銭湯には映画のポスターがあり、一緒に映画の
割引券も置いてありました。この試み、現代でも形を変
えれば行えそうです。番台で暗号を聞き、提携店舗で伝
えると特典サービスを受けられるといった試みも可能で
しょう。銭湯の番台の方は実は地域のコンシェルジュ機
能も果たしており、様々な情報をお持ちなので、インター
ネット＋αの情報を口頭で伝えることも可能です。
　近年、スーパーなどの店舗の会計をセルフレジで行
うといったシステムも普及しつつあり、今後は無人化
の店舗が増えていくといわれています。ここで、人と
話せる銭湯という場は会話を求める人の需要に応え得
るはずです。銭湯の方とお話してみると新しい情報を
得られることも多く、最初の一言を話しかけるきっか
けをインターネットで生み出すことで親しみを覚える
方も増えるはずです。

　常連客を大切にするのはもちろん、観光客など銭湯
を日常的には使わない層の利用者に銭湯の利用を促す
には、今後さらにインターネットを介して情報を開示
していくことが重要になるでしょう。
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